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里帰り
　先月、北朝鮮に拉致された方々が日本に帰ってこられた。その

背景を考えると、いつの間にか涙が流れている。

　同じように先月富山県に里帰りをされた方がいる。ハンセン病

（旧名：らい病）の療養所に強制隔離され続けておられた方々で

ある。富山県知事は人権を無視し強制隔離し続けたことに対して

深く陳謝された。

　 今 回 里 帰 り さ れ た 人 の 中 に 私 が 療 養

所 を 訪 問 し て で あ っ た 方 も い た。 テ レ

ビでその後ろ姿が拝見でき、少し一安心

した。しかし彼等の映像は後ろ姿だけで

あったり、ぼかしが入っていてしっかり

顔が写っていなかった。
拉 致 被 害 者 の 一 時 帰 国
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これは彼等の要望だったのだろうと思うが、正直違和感をおぼえ

た。本来、顔を隠す必要は全くないのだから。

　療養所で生活する人たちは親からもらった名前を使っていない

人がほとんどだ。「親や親類に迷惑がかかる」と療養所の人から

いわれ名前を変えている。今回「親類に迷惑がかかる」というこ

とで顔を隠すというのがあったのだろう。

　彼等に言いたかった。もう顔を隠す必要はないのだと。そして

私たちも、その環境を整えなければなららい。ハンセン病のこと

をしっかり理解し、ハンセン病は遺伝もしない、また感染力が弱

いということを理解し、差別心を取り払わなければならない。

ハンセン病は…

○遺伝病ではありません。

○伝染力の極めて弱い病原菌による慢性の感染症です。

○乳幼児のときの感染以外はほ
とんど発病の危険性はありません。

○菌は治療により、数日で伝染性を失い、
軽快した患者と接触しても感染することはありません。

○不治の病気ではなく、
結核と同じように治癒する病気です。

○治癒したあとに残る変化は単なる後遺症にすぎません。

○早期発見と適切な治療が患者にとっても
公衆衛生上からも重要です。 

（藤楓だより平成 8年度（藤楓協会発行）より転載） 
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御　礼

先日勤めさせていただきました、2 0 0 2 年度常入寺報恩講

にお忙しい中お参りいただき、また心いっぱいの御懇志

をいただき誠にありがとうございました。

今後いっそう念仏の教えを聞く場として充実させていく

決意がいっそう強く持たせていただきました。

今後とも宜しくお願いします。

常入寺住職　青井和成

　

御
お ひ ち や は ん

正 忌 法 要
11 月２３日（土）午後の部   午後　５時より

    歎異抄拝読   午後　７時より

    夜の部    引き続き

 ２４日（日）午前の部   午前１０時より  

    尼講追弔会   午後　２時より

    午後の部   引き続き

２４日のお昼に尼講によりるお斎（食事）のふるまい

があります。

また法話は住職が２４日午前・午後の部の後行います。

ご近所の方をお誘いのうえお参りくださいお待ちいた

しております。

常入寺維持金ご協力のお願い

毎年ご協力いただいています、常入寺維持金を本年もご協力いた

だきたく存じます。景気低迷、また年末で何かとご入り用の折で

ありますが、係のものが１２月中に皆様のところに頂戴にまいり

ます。


